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桜の季節になりました。いつも通りの春の気配を感じる
一方で、私たちの周囲では気候変動の影響が確実に姿を現
しています。国内外で山火事が相次ぎ、地域の暮らしや健
康への影響が懸念されています。東日本大震災から15年が
経ち、復興の歩みは続いていますが、地域の再生にはなお
時間を要する現実があります。さらに世界に目を向けれ
ば、紛争下に置かれた地域では、脆弱性の高い人々の健康
と生活が深刻な危機にさらされています。こうした状況
は、私たちが看護の専門性をどのように社会へ届けていく
のかを、改めて問いかけています。
2025年６月に会長を拝命して以来、就任挨拶でお伝えし
た「Choosing Wisely の推進」「看護データ活用の基盤づく
り」「学会間連携の強化」という三つの柱を軸に、皆様と
ともに歩みを進めてまいりました。これらは、看護の専門
性を社会に届け、実践と研究を確かな根拠で支えるために
欠かせない取り組みであり、今も JANAの中心にあります。
１月の意見交換会では、この三つの柱が今後の方向性と
して改めて共有されたと感じております。看護の価値を社
会へ発信すること、学会同士が協力し合うことで看護界全
体の力を高めること、そして実践と研究を支える基盤を整
えること。どれも単独では成し得ず、互いの知を持ち寄る
ことで初めて形になるものだと、あらためて感じました。
寄せられたご意見は、今後の活動を進めるうえで大きな示
唆となっています。
こうした議論を受け、次期に向けて各委員会の活動計画
が一段と活発になっています。今期に実施した将来構想ア
ンケート調査、公的研究の採択課題に関する調査、研究倫
理に関するセミナーの開催、Choosing Wisely の推進に向
けた企画の具体化など、委員会が主体となって動き始めた

取り組みは、JANAが「学会の協働体」として機能し始め
ている証でもあります。
この動きは、委員会の努力だけでは十分ではありませ
ん。JANAの活動は、会員学会の皆様の参加と声によって
初めて実りあるものになります。アンケート調査へのご協
力やセミナーへのご参加はもちろんのこと、日々の活動の
中で感じられた課題や、JANAに期待する取り組みについ
ても、どうか遠慮なくお寄せください。皆様の声が、活動
をより実践的で意味のあるものへと導いてくれます。今後
も委員会の活動が分かりやすいように情報発信を続け、
JANAとしての発信力や社会的役割を確かなものにしてい
きたいと思います。
着任からの一年を振り返ると、社会の変化が激しさを増
す今だからこそ、看護の専門性を社会に届ける役割はます
ます重要になっていると感じます。JANAは確かに前へ進
んでいます。これからも皆様とともに歩みを進め、次の段
階へと確かな一歩を踏み出してまいります。
引き続き、温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。
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一般社団法人　日本看護系学会協議会　　
会　長　池　田　真　理
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2025年度は、日本学術会議第26期（2023年10月～2026年
９月）のちょうど中間にあたる時期でした。JANAが共同
するヘルスケア人材共創に向けた看護学分科会（以下、看
護学分科会）の活動としては、３回の連続シンポジウム
「人口減少・人口偏在社会に求められるヘルスケア人材」
（JANA共催）の第２回目を2025年９月28日（日）に開催
し、事前登録者557名、当日は377名の方にオンラインで参
加していただき、人口減少・人口偏在社会において、歯科
医師、薬剤師、看護師等の専門職が、いかなる課題をもっ
て取り組んでいるのかを、国内外のモデル実践を報告して
もらい、それらについて参加者とともに検討しました。本
公開シンポジウムは、日本学術会議HP　https://www.scj.
go.jp/ja/event/2025/386-s-0928.htmlに映像が掲載されてお
り、現在も視聴可能です。看護学分科会は、現在、連続シ
ンポジウムと同名の科学的助言＝「見解」を発出すること
をめざして審査を受けております。この見解では、医療専
門職を「ヘルスケア人材」と呼ぶこと、それによって、こ
れまで医療専門職毎に行ってきた課題整理と解決に向けた
方略を、ヘルスケア人材として共に行うこと、内容として
は、「新しい働き方モデル」導入による地域包括ケアシス
テムの構築、および基礎教育課程におけるヘルスケア人材

共通科目の設置等について提案する予定です。それによっ
て、全ての国民に医療や支援の手が届くことを目指します。
本見解については、発出できましたらご案内いたします。

JANA後援としては、共生社会に向けたケアサイエンス
分科会が提案した日本学術会議主催学術フォーラム「ケア
の多様性・包摂性・公平性・持続可能性」を12月21日に開
催しました。「ケアをめぐる格差と持続可能性」を主題と
し、ケアの担い手と受け手の間に存在する様々な不均衡に
焦点を当てた議論をしました。併せて、高齢者の健康・生
活分科会が提案した日本学術会議主催学術フォーラム「高
齢者に優しいまちづくり：現場・自治体から学ぶ」を2026
年２月７日に開催し、WHOが提唱する「エイジフレンド
リーシティ」の実現のために、都市部と過疎・高齢化が進
む地域の先進的な取り組みが紹介され、自治体・地域団
体・アカデミアが一体となって議論しました。
2025年６月11日に日本学術会議法が成立し、日本学術会
議は、2026年10月１日に法人へ移行することとなりまし
た。準備状況については、日本学術会議のHP「日本学術
会議の法人化について」https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/
division-21.htmlをご確認ください。

日本学術会議関連

日本学術会議・学協会との連携委員会委員長　　
　西　村　ユ　ミ
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将来構想プロジェクトは、社会から看護系学会に期待さ
れる時事の重要課題について、とくに社員学会が単独では
取り組みの難しいことに着目し、それらを実際の活動へと
発展させるための基盤づくりを担っています。2025年度は
まず、社員学会が感じている課題やそれらに対する取り組
み状況、JANAへの期待を集約するためにアンケート調査
を実施し、意見交換会において結果を共有しました。今後
はこの結果を JANAの活動に反映させていきたいと考えて
います。
また、社員学会が活動を通して蓄積してきた知見を、一
般市民の「安心・安全に暮らす・生きる」を支えるための
情報プラットフォームの構築を目指しており、エビデンス
開発に主眼を置く看護ケアガイドライン委員会や、卓越し
た看護人材の最適な育成や活動を検討する高度実践看護師
制度委員会、多様な対象に本会からの情報発信を担う広報
委員会とも共同しながら進めて参ります。
その一環として、2025年度は、看護ケアガイドライン委
員会委員長の吉田理事とともに佐々木が第45回日本看護科

学学会で、JANS45-JANA合同企画シンポジウム「日本にお
いてChoosing Wisely（医療における患者の賢い選択のため
の支援）をどう進めるか－看護系学会の挑戦と展望－」の
企画と座長を務め、日本において啓発活動を担う小泉俊三
氏と井部俊子氏に概要の講演をいただき、さらに先駆的に
取り組む２学会から報告をしていただきました。人口の高
齢者の割合が１／３に達する2040年に向けて、医療資源を
適正に使用するためには、Choosing Wiselyが必要であり、
看護職は医療者、患者双方に対して働きかけのできる重要
なポジションにあることが再認識されました。小泉先生か
らは、啓発活動の一手段として、ここに示す名刺サイズの
カードを参加者の皆様にご紹介いただきました。JANAと
しても、様々な戦略で、医療職ならびに一般市民に広報し
ていきたいと思います。
また、このシンポジウムの内容についても、意見交換会
で社員学会に報告し、看護系学会として JANAが主導して
取り組んでいくことを表明しました。社員学会の皆様のお
力を是非ともお貸しください。

将来構想プロジェクト

将来構想プロジェクト　担当理事　　
佐々木　吉　子

小泉俊三先生ご提供のChoosing Wiselyキャンペーンの紹介カード
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日本看護系学会協議会看護ケアガイドライン普及推進委
員会では、最新の看護ケアガイドラインを広く普及・浸透
させ、看護ケアの質の向上を推進することを目的として活
動を行っております。昨年度、実施された日本看護科学学
会と日本看護系学会協議会との合同調査においてエビデン
スに基づく実践（EBP）推進体制、ガイドライン策定、普
及活動には各学会間の連携の重要性が示されました。これ
らを基に、今期のケアガイドライン普及推進委員会では、
以下の２点の活動の推進を図って参ります。
①　看護系学会が有するケアガイドラインやケアの標準化

に向けたエビデンスを看護職が活用できる仕組み作り
を行う。

②　「Choosing Wisely」の考え方に基づき、患者・一般市
民が各学会の推奨情報にアクセスし、医療者との対話
を促進できる機会の創出を推進する。

各学会での状況を把握するため、2026年４月10日を締め
切りとして、以下の３点についての調査を実施しております。
１．ケアガイドラインやケアの標準化にむけた活動状況
２．患者および市民向けの活動の状況
３．Choosing Wiselyの実施状況
調査結果がまとまりましたら、改めてご報告致します。
引き続き、看護ケアガイドライン普及推進委員会の活動に
ご協力のほどよろしくお願い致します。

公的研究費拡大推進委員会では、2020～2025年度の文部
科学省科学研究費助成事業（科研費）の採択動向について
調査を行い、特にその中で看護学研究者が研究代表者とし
て採択されている研究の動向に焦点を当てて分析し、報告
書として取りまとめました。
本報告書は、JANAのWebサイトでダウンロードできる
よう公開いたしました。是非ご一読いただきますよう、お
願いいたします。本調査結果を基礎資料として JANA社員
学会において公的研究費の獲得をさらに推進していくため
に、どのような支援や取り組みが必要とされているのかに
ついて、加盟学会を対象としたアンケート調査を実施する

予定です。今後は、これらの結果を踏まえ、看護学研究者
による公的研究費の獲得拡大および研究基盤の強化に資す
る具体的な支援方策の検討につなげていきたいと考えてお
ります。

また、４月に入りましたら、社員学会からの公的研究費
（科研費）に関する課題とニーズを調査するためのアン
ケートを配信する予定です。併せて、どうぞよろしくお願
いいたします。
引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。



ケアガイドラインと「Choosing Wisely」の
普及へ向けて

看護ケアガイドライン普及推進委員会　理事　　

　吉　田　俊　子

科研費の獲得拡大へ向けて

公的研究費拡大推進委員会　理事　　
亀　井　智　子
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−編集後記−
2025年６月に理事と監事の役員交代があり、現役員で初め

て発行するニュースレターになります。JANAでは９つの委

員会と１つのプロジェクトが、看護学の学術発展のために、

看護系学会の相互交流と連携をはかり、成果を社会に還元す

べく活動しています。今回のニュースレターで報告いただい

たのは、そのごく一部になります。今回掲載できなかった委

員会での活動やその成果について、今後ニュースレター速報

などでお伝えしていきたいと計画しています。

今年度、JANAの社員学会は51となりました。より一層、

JANAの活動について興味を持って皆様へお伝えできるよう、

Webサイトを含め、このニュースレターやニュースレター速

報をさらに工夫して、広報活動をしてまいります。ご意見や

ご提案がございましたら、ぜひとも事務局までお寄せください。

 （広報委員会委員長　佐藤正美）

【役 　員】
会　長
池　田　真　理

副会長
佐　藤　正　美

理　事
吉　田　俊　子（看護ケアガイドライン普及推進委員会）
西　村　ユ　ミ（日本学術会議・学協会との連携委員会）
佐々木　幾　美（医療安全推進委員会）
亀　井　智　子（公的研究費拡大推進委員会）
市　原　真　穂（APN制度推進委員会）
前　田　ひとみ（研究倫理推進委員会）
岸　　　恵美子（災害看護連携委員会）
佐　藤　正　美（広報委員会）
石　橋　みゆき（総務委員会）
田　口　敦　子（総務委員会）
佐々木　吉　子（将来構想プロジェクト）

監　事
酒　井　郁　子
吉　沢　豊予子

〈社員学会紹介〉
一般社団法人　日本高度実践看護学会

（Japanese Association of Advanced Practice Nursing）

理事長　藤　原　由　佳
このたび、JANAに加盟いたしました日本高度実践看護学会
です。わたくしたちは、2025年４月に「一般社団法人　日本専
門看護師協議会」から発展的に改組し、「一般社団法人　日本
高度実践看護学会（Japanese Association of Advanced Practice 
Nursing）」として新たな一歩を踏み出しました。そして、①高
度実践看護に関する研究活動の推進、②国内外の関連団体との
協力・連携、③国民の健康維持・増進に関する政策提言と社会
的活動に取り組んでいます。
2007年に発足した前身の日本専門看護師協議会では、日本看
護協会認定・専門看護師が行う高度実践の質保証や、活動の場
の拡大を通した看護の質の向上、国民の健康の維持・増進に繋
がる政策提言や事業に取り組んでまいりました。この間に、日

本NP教育大学院協議会および日本看護系大学協議会認定の
ナースプラクティショナーも誕生し、日本の大学院教育を受
け、認定資格を得て臨床、教育・研究などの場で活躍する看護
師が増えています。このような看護師が広く国民に認知され、
活用されるためには、更に高度実践看護の概念や看護介入につ
いて探求・研究し、言語化を図ることが必要です。
また、医療・ケアを取り巻く状況は、超少子高齢化、疾病構

造の変化、医療の高度・専門分化などの複合的な要因によって
複雑となり、人々の健康問題は個別化・多様化しています。高
度実践看護師が、変化する医療・ケアニーズに対応し質の高い
看護を提供するためには、専門分野や活動の場を超えた協働
や、継続的な教育が必要です。

JANA社員団体の皆様と協力と連携を図り、わたくしたちの
使命を果たしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた
します。
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㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-jane@mynavi.jp 谷本 http://jane-ns.or.jp/

5 一般社団法人日本看護管理学会 武村　雪絵 150-0013
東京都渋谷区恵比寿3-29-17
サンシティービル201号室
一般社団法人日本看護管理学会　管理事務所

03-6721-6803 03-6721-6823 kaikei@janap.jp 菊本 https://janap.jp/

6 一般社団法人日本看護研究学会 叶谷　由佳 170-0013
東京都豊島区東池袋2丁目39-2
大住ビル401
㈱ガリレオ学会業務情報化センター内

03-3982-2030 03-5981-9852 g027jsnr-mng@
ml.gakkai.ne.jp 竹下　清日 https://www.jsnr.or.jp/

7 一般社団法人日本救急看護学会 淺香えみ子 164-0001 東京都中野区中野2-2-3㈱へるす出版事業部内 03-3384-8030 03-3380-8627 jaen@herusu-shuppan.
co.jp 堀端 https://jaen.jp/

8
一般社団法人
日本クリティカルケア
看護学会

宇都宮明美 162-0833 東京都新宿区箪笥町43新神楽坂ビル2階 03-5946-8847 03-5229-6889 jaccn@supporto�ce.jp 畑　　志乃 https://www.jaccn.jp/

9 一般社団法人日本公衆衛生看護学会 岡本　玲子 602-8048
京都市上京区下立売通小川東入西大路町
146番地 中西印刷㈱内 075-415-3661 075-415-3662 somukai-jimu@japhn.jp 国料　尚子 https://japhn.jp/

10 一般社団法人日本小児看護学会 江本　リナ 100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビル
㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-jschn@mynavi.jp 米岡 https://jschn.or.jp/

11 一般社団法人日本助産学会 片岡弥恵子 100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビル
㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-jam@mynavi.jp 今野　　優 https://www.jyosan.jp/

12 一般社団法人日本精神保健看護学会 武用　百子 100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビル
㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-japmhn@mynavi.jp 谷本 https://www.japmhn.jp/

13
一般社団法人
日本創傷・オストミー・
失禁管理学会

渡邊千登世 169-0072
東京都新宿区大久保2丁目4番地12号
新宿ラムダックスビル9F
㈱春恒社　学会事業部内
日本創傷・オストミー・失禁管理学会事務局

03-5291-6231 03-5291-2176 etwoc@shunkosha.com 伊津野 http://www.jwocm.org/

14 一般社団法人日本地域看護学会 麻原きよみ 162-0825 東京都新宿区神楽坂4-1-1 株式会社ワールドプランニング内 03-5206-7431 03-5206-7757 o�ce@jachn.net 折田　幸駿 https://www.jachn.net

15
一般社団法人
日本糖尿病教育・
看護学会

瀬戸奈津子 170-0002
東京都豊島区東池袋2丁目39-2
大住ビル401
㈱ガリレオ学会業務情報化センター内

03-5981-9824 03-5981-9852 g015jaden-mng@
ml.gakkai.ne.jp 宮本　　遥 https://jaden1996.com/

16 一般社団法人日本母性看護学会 長谷川ともみ 170-0013
東京都豊島区東池袋2-39-2-401
㈱ガリレオ学会業務情報化センター内
一般社団法人日本母性看護学会事務局

03-5981-9824 03-5981-9852 g031jsmn-mng@
ml.gakkai.ne.jp ご担当者 http://bosei.org/

17 一般社団法人日本循環器看護学会 眞茅みゆき 112-0012
東京都文京区大塚5-3-13
一般社団法人学会支援機構内 03-5981-6011 03-5981-6012 jacn@asas-mail.jp 横川　和代 http://www.jacn.jp/

18 高知県立大学看護学会 中野　綾美 781-8515 高知県高知市池2751-1高知県立大学看護学会係 088- 847-5524 088- 847-5524 admin_uoknss2025@
cc.u-kochi.ac.jp 有田　直子 https://ukns-gakkai.jp/

19 一般社団法人千葉看護学会 増島麻里子 260-8672 千葉県千葉市中央区亥鼻1-8-1千葉大学大学院看護学研究科内 043-226-2447 043-226-2447 cans-adm@umin.ac.jp 前原　邦江
飯田貴映子 http://www.cans-net.jp/

20 日本アディクション看護学会 松下　年子 467-8601
愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1
名古屋市立大学大学院看護学研究科
桐山研究室内

なし なし jadict-o�ce@umin.
ac.jp ご担当者 http://plaza.umin.

ac.jp/~jaddictn/

21 日本運動器看護学会 吉田　澄恵 162-0801
東京都新宿区山吹町358-5
アカデミーセンター
株式会社国際文献社内

03-6824-9371 03-5227-8631
jsmn-post@as.bunken.
co.jp
s-yoshida@thcu.ac.jp

ご担当者 https://jsmn.jp/

22 一般社団法人日本家族看護学会 荒木　暁子 100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビル
㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-jarfn@mynavi.jp 川出 https://jarfn.jp/

23 日本看護医療学会 池松　裕子 487-8501
愛知県春日井市松本町1200
中部大学　生命健康科学部保健看護学科内
日本看護医療学会　事務局

0586-45-2101 0586-45-4410 info@jsnhc.jp 木村 https://jsnhc.jp/

24 一般社団法人日本看護技術学会 角濱　春美 169-0072
東京都新宿区大久保2丁目4番地12号
新宿ラムダックスビル9F
㈱春恒社学会事業部

03-5291-6231 03-5291-2176 jsnas@shunkosha.com 角濱　春美 https://jsnas.jp/

25 日本看護教育学学会 中山登志子 260-8672
千葉県千葉市中央区亥鼻1-8-1
千葉大学大学院看護学研究院
専門職育成学講座気付

043- 226-2397 043- 226-2397 jasne_o�ce@yahoo.
co.jp 望月美知代 http://square.umin.

ac.jp/~jasne/index.html

26 日本看護診断学会 上野　栄一 160-0022
東京都新宿区新宿1-15-11　イマキイレビル
㈱グローバルエクスプレス・国際会議
センター内

03-3352-6223 03-3352-5421 jsnd@convention-
axcess.com 安田　　緑 https://jsnd-kango.jp/

27 日本看護福祉学会 倉田　康路 860-0079 熊本県熊本市西区上熊本1-10-59 096-325-3650 096-325-3650 nihonkangofukushi@
gmail.com 吉岡　久美 http://kangofukushi.

sakura.ne.jp/

28 一般社団法人日本看護倫理学会 前田　樹海 162-0801
東京都新宿区山吹町358-5
アカデミーセンター
株式会社国際文献社内

03-6824-9378 03-5227-8631 jnea-post@as.bunken.
co.jp ご担当者 http://jnea.net/index.html
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29 日本看護歴史学会 田中　幸子 182-8570 東京都調布市国領町8-3-1東京慈恵会医科大学医学部看護学科
03-3480-1151

 内線2810 なし satanaka@jikei.ac.jp 田中　幸子 http://plaza.umin.
ac.jp/~jahsn/

30 一般社団法人日本災害看護学会 増野　園惠 170-0013
東京都豊島区東池袋2丁目39-2
大住ビル401
㈱ガリレオ学会業務情報化センター内

03-5981-9824 03-5981-9852 g034jsdn-mng@
ml.gakkai.ne.jp 小川　　円 https://jsdn.info/

31 一般社団法人日本在宅ケア学会 中谷　久恵 100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビル
㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-jahc@mynavi.jp 大川 http://www.jahhc.com/

32 日本手術看護学会 ミルズしげ子 113-0033 東京都文京区本郷3-26-1本郷宮田ビル5階 03-3813-0485 03-3813-0539 jona@yacht.ocn.ne.jp 星　　正行 http://www.jona.gr.jp/
index.html

33 一般社団法人日本新生児看護学会 内田美恵子 594-1101
大阪府和泉市室堂町840
地方独立行政法人大阪府立病院機構
大阪母子医療センター　看護部内
日本新生児看護学会　事務局

080-4839-0071 0725-55-6701 jann@kuba.jp 宇藤　裕子 http://www.jann.gr.jp/

34 一般社団法人日本腎不全看護学会 内田　明子 170-0013
東京都豊島区東池袋2-39-2-401
㈱ガリレオ学会業務情報化センター内 03-5981-9824 03-5981-9852 g045jann-mng@

ml.gakkai.ne.jp 熊谷　幸喜 http://ja-nn.jp/

35 日本生殖看護学会 坂上　明子 135-8181
東京都江東区有明3-3-3
武蔵野大学看護学部内
日本生殖看護学会事務局

なし なし jsfnjimu@gmail.com 三上 https://jsfn.org/

36 日本赤十字看護学会 守田美奈子 150-0012 東京都渋谷区広尾4-1-3日本赤十字看護大学内 03-5485-5777 03-5485-5777 jrcsns@redcross.ac.jp 佐藤　章子 http://plaza.umin.ac.jp/
jrcsns/

37 一般社団法人日本難病看護学会 秋山　　智 156-8506
東京都世田谷区上北沢2-1-6
公益財団法人東京都医学総合研究所
難病ケア看護内

03-6834-2290 03-6834-2291 o�ce@nambyokango.jp 牛久保美津子 https://nambyokango.jp/

38 一般社団法人日本放射線看護学会 太田　勝正 162-0801
東京都新宿区山吹町358-5
アカデミーセンター 03-6824-9370 03-5227-8631 rnsj@kokusaibunken.jp ご担当者 http://www.rnsj.jp/

39 一般社団法人日本母子看護学会 齋藤　益子 161-0034 東京都新宿区上落合1-16-7エヌケイビル5F　株式会社　厚徳社 03-5348-5018 03-5348-8021 jmica@koutoku.co.jp 松戸・関根 http://nihonboshikango.
kenkyuukai.jp/about/

40 日本慢性看護学会 本庄　恵子 150-0012 東京都渋谷区広尾4-1-3日本赤十字看護大学内 なし 03-3409-0589 jscicn-o�ce@umin.
ac.jp 黒江ゆり子 http://jscicn.com/

41 日本ルーラルナーシング学会 大湾　明美 329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-159自治医科大学看護学部内 0285-58-7512 0285-44-7257 sharu@jichi.ac.jp 春山　早苗 http://www.jasrun.org/

42 一般社団法人日本老年看護学会 湯浅美千代 162-0825 東京都新宿区神楽坂4-1-1株式会社ワールドプランニング内 03-5206-7431 03-5206-7757 o�ce@rounenkango.
com 江頭麻衣子 https://www.rounenkango.

com

43 北日本看護学会 古瀬みどり 990-9585 山形市飯田西2丁目2-2山形大学医学部看護学科内 023-628-5462 023-628-5464 bureau@njans.net 古瀬みどり http://www.njans.net

44 日本ニューロサイエンス看護学会 日高　艶子 830-8558
福岡県久留米市津福本町422
聖マリア学院大学看護学部看護学科
日本ニューロサイエンス看護学会事務局

0942-35-7271 0942-34-9125 obama@stmaryacjp.
onmicrosoft.com 小浜さつき http://www.jann-2012.com

45
一般社団法人
日本フォレンジック
看護学会

加納　尚美 300-0394
茨城県稲敷郡阿見町阿見4669-2
茨城県立医療大学保健医療学部看護学
科内　日本フォレンジック看護学会

なし なし jafn@jafn-admi.com 阿部 https://jafn.jp/

46 日本産業看護学会 河野　啓子 807-8555
福岡県北九州市八幡西区医生ケ丘1-1
産業医科大学 産業保健学部
産業・地域看護学講座内
日本産業看護学会事務局

093-691-7160 093-692-0259 m-sasaki@thcu.ac.jp 佐々木美奈子 http://www.jaohn.com/

47 看護教育研究学会 森　　千鶴 206-0033
東京都多摩市落合4-11
東京医療学院大学保健医療学部
看護学科　森千鶴研究室内

029-853-8062 029-853-8062 info@nihonkango.jp 藤森　京子 http://www.nihonkango.jp/

48 日本NP学会 福永ヒトミ 100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビル
㈱毎日学術フォーラム内

03-6267-4550 03-6267-4555 maf-np@mynavi.jp 瀧本 https://www.js-np.jp/

49 一般社団法人日本在宅看護学会 山田　雅子 104-0045
東京都中央区築地3丁目8-5
聖路加国際大学2号館
一般社団法人日本在宅看護学会事務局

03-5550-2286 なし inform@janhc.jp 小野若菜子
佐藤　直子 https://janhc.jp/

50 一般社団法人日本脳神経看護学会 百田　武司 112-0012
東京都文京区大塚5-3-13 4階
一般社団法人　学会支援機構内 03-5981-6011 03-5981-6012 jann@asas-mail.jp 横川　和代 https://www.jann-1973.jp/

51 一般社団法人日本高度実践看護学会 藤原　由佳 550-0001
大阪府大阪市西区土佐堀1丁目4-8
日栄ビル703A
有限会社あゆみコーポレーション内

06-6441-5260 06-6441-2055 jimu@jaapn.org 事務局
担当者

https://jaapn.org/about/
index.html

＊�学会連絡先等の変更、その他の変更がある場合は、JANAのWebサイトのフッターにある
「会員情報変更届」へアクセスして変更手続きをしてください。


